
多拠点生活と地方不動産の新たな可能性を拓く「別荘サブスク」 

 

 

フルリモートやハイブリッドワークといった働き方の多様化により、近年注目を集めてい

るのが「別荘サブスクリプション」です。余暇を楽しみつつ仕事をするワーケーションや、

地方在住を視野に入れたユーザーの需要から、定額料金で気軽に利用可能な「別荘サブスク」

市場が拡大しています。 

 

別荘サブスクが変える多拠点生活という新しい日常  

「別荘サブスク」とは、月額や年額といった定額料金を支払うことで、全国各地の別荘を利

用できるサービスのことです。所有とは異なり、土地や建物の購入費や維持管理の負担が少

なく、ライフスタイルに合わせた物件を探すことができます。 

ワーケーションとの相性が良く、自然に囲まれた環境で仕事をし、業務後や週末にはその土

地ならではの文化や食を楽しむことができるため、短期滞在を繰り返すことで、観光とは違

う地域の魅力や生活に触れることができます。 

また、医療や教育といった生活インフラなども実体験できるので、“移住”することへの不安

やギャップを減らし、将来的な地方移住を現実的な選択肢として検討しやすくなります。 

別荘サブスクは、“お試し移住”のプラットフォームとしても、機能し始めていると言えるで

しょう。 

 

 



遊休不動産に新たな命を吹き込む、別荘サブスクの仕組み 

地方には、人口減少や高齢化を背景に、使われなくなった別荘や住宅、保養所や学校などの

遊休不動産が数多く存在します。これらは管理コストだけがかかり、所有者や地域の負担と

なることもしばしばです。 

別荘サブスクは、こういった物件を共有資源としてリノベーションし、利用者が循環して滞

在することで、単独の所有では成立しにくかった新たな価値を生み出し、不動産運用を可能

にします。 

さらに、定期的な利用者の流れは、地域経済の復興にも影響をもたらします。飲食店利用や

地域イベントへの参加など、持続的な関係性を生みだせる可能性が広がります。 

遊休不動産は、“人の流れを生み出す拠点”へと変貌する可能性を秘めています。 

 

ライフスタイルと土地運用の変革 

別荘サブスクの広がりは、個人のライフスタイルの変革にとどまらず、不動産市場や地域の

在り方にも変化をもたらす可能性があります。自治体や地元企業と連携した仕組みづくり

や、滞在期間に応じたサービスづくりなど、様々な展開も期待できるでしょう。 

多拠点生活、ワーケーション、地方移住、そして遊休不動産の再生。これらを横断的につな

いでいる別荘サブスクは、暮らしと土地運用の両面から社会的な課題にアプローチし、注目

されていくのではないでしょうか。 

 

 

 


